
＜記者会見項目＞ 

① 豊橋技術科学大学とリッコー社が連携して 

 ５指ハンドを有するマッサージ AI ロボットの共同開発をスタート！ 

 【機械工学系 田崎 良佑 助教】（別紙１参照） 

 

② 公開シンポジウム 『先端的フェノタイピング技術の農作物生産への実装』 

 開催のお知らせ 

 【大西 隆 学長】（別紙２参照） 

 

③ 豊橋技術科学大学 CARM 主催 防災シンポジウム 

 ～南海トラフ地震を生き抜く知恵と備え～開催について 

 【安全安心地域共創リサーチセンター（CARM）】（別紙３参照） 

 

④ 第 7 回 EIIRIS インテリジェントセンサ・MEMS 研究会を開催します。 

 【エレクトロニクス先端融合研究所（EIIRIS）】（別紙４参照） 

 

⑤ DL(Distinguished Lecturer：著名な講演者）講義について 

 ～本学 井上光輝教授が選出されました。～ 

 【大学院工学研究科 井上 光輝 教授】（別紙５参照） 

 

⑥ 平成 30 年度定例記者会見の開催日程について（別紙６参照） 

国立大学法人豊橋技術科学大学Press Release 
 

平成３０年１１月２０日 

平成３０年度第７回定例記者会見 

日時：平成３０年１１月２０日（火）１１：２０～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学事務局３階 大会議室 

 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 菅谷・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 



＜別紙１＞ 
       国立大学法人豊橋技術科学大学 

       株式会社リッコー     Press Release 
 

平成３０年１１月２０日 

豊橋技術科学大学とリッコー社が連携して 

５指ハンドを有するマッサージ AI ロボットの共同開発をスタート！ 

 国立大学法人 豊橋技術科学大学（所在地：愛知県豊

橋市天伯町雲雀ヶ丘 1-1、 学長：大西 隆 ）と株式

会社リッコー（本社：東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エド

グラン 24F、代表取締役社長：原嶋芳之）は、5 指ハン

ドを有するマッサージ AI ロボットの共同開発をスター

トしました。 

 本プロジェクトにおいて、豊橋技術科学大学とリッコ

ーは熟練の按摩マッサージ指圧師と遜色のない施術法

を再現する機器研究を開始します。我々はこの技術を取

得、提供する事で、コリなど身体の悩みを持つ人だけで

はなく、施術者の肉体的負担の軽減や施術者の人手不足

解消などの持続可能な社会貢献を目指します。 

＜機器概要説明文＞ 

 本プロジェクトでの目標は、人体を押す感覚や揉む感覚を、人工知能技術（以下、AI）

を用いた制御にて行う 5 指ハンドロボットの開発です。本機器は熟練の按摩マッサージ指

圧師の施術を再現し、AI が施術を行う度に個人に応じた施術内容を学習する「人に寄り添

った」マッサージ AI ロボットを目指します。現在，ハードウェア部分の開発が終了し、AI

ソフトウェアの開発に取りかかっております。 

 

5 指ハンドを有するマッサージ AI ロボット 



＜技術説明文＞ 

 豊橋技術科学大学システム制御研究室における研究で培われた基礎技術を進化させ、AI

で最適な圧力制御を行えることを目指した、5指ハンドロボットです。 

 同研究室では、ヒトの手の多指多関節を模した（4本指 13 関節）ロボットハンドによる 

肩部マッサージの制御手法を過去に提案しており、指圧師の指先圧力の計測データにもと

づく教師あり学習によるロボットハンドの動作制御システムを構築しています[1,2]。 

 また、歩行リハビリテーションにおけるロボットアシスト技術の研究[3]も推進しており

訓練者の身体の動き、関節、体重心などを高精度に計測する手法を提案するとともに、ヒ

トの歩行動作に追従して力をアシストするロボット技術を有しています [3] 。 

 上記の研究成果を核として、今回新たに AIを用いて柔軟な制御を実装してくことを目的

としています。これにより、「大きさや形状の個体差が大きい対象に即対応可能」で、「肩

や腰といった一部分ではなく、全身に対応」し、「対象が多少動いても柔軟に追従」を行う

ことが可能になります。 

 

 

 

 

 本装置はカメラ制御部、位置決め部、ハンドロボット部と大きく 3 つの要素から構成さ

れます。 

 カメラ制御部は、色調と奥行きが計測可能な RGB-D カメラを搭載し、人体の肩や腰の位

置を把握する事が可能となります。 

 位置決め部がハンドロボット部を搬送した後、施術が開始されます。 

 ハンドロボット部のハンドは、掴むための 4 指と押すことに特化した母指からなり、触

覚センサで最適な力の付与を制御します。 

 学習項目として人間の動きをパラメータ化し、将来的には AIによって最適で柔軟な指の

動きを再現できるよう目指します。 

 また制御情報をデータベースに格納し、分析を行い、施術を重ねるたびに個人に応じた

最適な制御を行うことを目標とします。 

＜開発スケジュール＞ 

フェーズ 1：ハードウェア構築 

フェーズ 2：知能部分の開発とインテグレーション（ソフトウェア・ハードウェアの統合） 

 現在、フェーズ１が終了し、フェーズ 2を開始する段階です。 

５指ハンド部分には、つかむための４指と、 

押すことに特化した母指があります。 



[1] H.Kitagawa, T.Terai, P.Minyong and K.Terashima,Application of Neural Network to 
Teaching of Massage using Multi-fingered Robot Hand, Journal of Robotics and 
Mechatronics, 14 (2002) 2, PP.162-169 

[2] K. Terashima, T. Miyoshi, K. Mouri, H. Kitagawa, P. Minyong, Hybrid Impedance Control 
of Massage Considering Dynamic Interaction of Human and Robot Collaboration Systems, 
Journal of Robotics and Mechatronics, Vol.21, No.1, pp.146-155, 2009 

[3] 谷勇希，田崎良佑，寺嶋一彦：全方向移動式歩行訓練器における人の姿勢情報を利用した歩
行追従制御，第 35 回日本ロボット学会学術講演会，3D2-04, 2017 

 
 

 
 

■豊橋技術科学大学について 

豊橋技術科学大学は、技術を支える科学の探究によって、新たな技術を開発する分野であ

る技術科学の教育・研究を使命として設立されました。この使命のもと、世界に開かれた

トップクラスの工科系大学を目指し、豊かな人間性と国際的視野および自然と共生する心

を持つ実践的創造的かつ指導的技術者を育成するとともに、次の時代を拓く先端的技術の

研究を行っています。そのため、大学院に重点を置き、透徹した物を見る眼、繊細で温か

みのある感性、多元的な思考能力、グローバルな視野を培う教育を推進し、技術科学の新

しい地平を切り拓くことを目指して研究に取り組んでいます。さらに、地域社会とも連携

し、国内及び国際社会に開かれた技術科学の拠点となることを目指しています。 
 
住 所：愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1-1 
学 長：大西 隆 
開 学：昭和５１年１０月 
ＵＲＬ：https://www.tut.ac.jp/ 
 

■株式会社リッコーについて 

「すべては、豊かな健康のために」の理念のもとに、独自技術の「Wave technology」で皆

様の健康をサポートし、皆様が「Well-being（元気で幸せ）」な状態を維持し達成するプロ

セスが大切であると考え、「Well-being Life を support すること」が、当社の社会貢献活

動と考えます。そのため国内に自社工場を有し、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律（医療品医療機器等法）の規定による「医療機器製造業許可」

「第二種医療機器製造販売業許可」「医療機器修理業許可」を取得しております。また、国

際標準化機構（ISO）が定める品質マネジメントシステム ISO9001 認証及び医療機器の

ISO13485 認証を取得しています。 

 

本 社：東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エドグラン 24F 

代表者：原嶋芳之 

設 立：平成 4年 5月 

URL ：https://i-riccoh.com/ 

 
本件に関する連絡先 

 株式会社リッコー 広報課  03-6262-1228  
koho@i-riccoh.com 担当：山下 

 豊橋技術科学大学総務課広報係 0532-44-6506   担当：菅谷・高柳・梅藤 



「先端的フェノタイピング技術の
農作物生産への実装」

日本学術会議 農学委員会 農業生産環境工学分科会、日本学術会議 農学委員会・食料科学委員
会合同 農業情報システム学分科会、農学委員会・食料科学委員会合同 CIGR 分科会、
豊橋技術科学大学

日本農学アカデミー､ 日本生物環境工学会､ 日本農業工学会、農業情報学会、農業食料工学会、
農業施設学会、日本農業気象学会、生態工学会、園芸学会、“ai tomato” （植物生体情報と AI
による太陽光植物工場における農作物生産の最適化共同研究機関）

平成３０年１２月１８日（火）１３：００～１６：００

豊橋技術科学大学キャンパス Ａ -101 教室
（愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１−１）

センサ・IoT・AI・ロボット等の先端技術の社会実装が進むなか、農業生産においてもこれらの技術が急速に

普及しつつある。特に、これまで人間の目視による観察と経験に依拠して行われてきた“植物の生育状態の評価”

は、これらの技術を用いた先端的フェノタイピング技術として育種等に活用されるだけでなく、植物生育診断

技術として農作物生産現場での利用も始まっている。そこでは、「草丈」や「茎の太さ」といった従来の静的

な生体情報だけでなく、「茎伸長」や「光合成速度」、「吸水速度」などの動的な生体情報も用いられつつあり、

農業生産という観点での新たなフェノタイピング（アグリフェノタイピング）の定義が求められている。本シ

ンポジウムでは、先端エレクトロニクスによる革新的センサ技術の植物生体情報計測への応用の可能性につい

て検討しつつ、植物工場などの高度な農作物生産システムに実装可能なフェノタイピング技術を展望する。

第一部司会：荊木 康臣＊（日本学術会議連携会員、山口大学大学院創成科学研究科教授）
13：00	 開会の挨拶
	 大西　隆（豊橋技術科学大学学長、日本学術会議連携会員）
	 シンポジウムの開催趣旨
	� 仁科 弘重＊（日本学術会議会員、農業生産環境工学分科会委員長、愛媛大学理事・副学長、植物工場研究

センター長、大学院農学研究科教授）
第一部：フェノタイピングの新展開
	 「フェノタイプの定義」
	 青野 光子＊（日本学術会議連携会員、国立研究開発法人国立環境研究所室長）
	 「農作物生産へのフェノタイピングの応用の可能性」
	 大政 謙次＊（日本学術会議連携会員、農業生産環境工学分科会副委員長、東京大学名誉教授）
	 「農業生産に利用可能な先端エレクトロニクス ―イオンイメージングセンサの可能性―」
	 澤田 和明（豊橋技術科学大学 電気・電子情報工学系教授､ エレクトロニクス先端融合研究所所長）
	 休憩
第二部司会：北宅 善昭＊（日本学術会議連携会員、大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授）
第二部：フェノタイピングの実装に向けた展望
	 「人工光植物工場に求められるフェノタイピング」
	 古在 豊樹＊（日本学術会議連携会員、千葉大学名誉教授）
	 「太陽光植物工場に実装すべき高精度生体情報計測」
	� 髙山 弘太郎＊（日本学術会議連携会員、愛媛大学大学院農学研究科教授､ 豊橋技術科学大学先端農業・

バイオリサーチセンター特任教授）
	 「内在性因子の時空間解析とフェノタイピング」
	 福田 弘和（日本学術会議特任連携会員、大阪府立大学大学院工学研究科教授）
	 閉会の挨拶　橋本　康（愛媛大学名誉教授）
16：00	 閉会
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次　　第
6

参加費無料
本件問い合わせ先

参加申込 HP

豊橋技術科学大学 社会連携支援室

電話 0532-44-6574

（＊印の講演・登壇者は、主催分科会委員）

https://receipt.agr.ehime-u.ac.jp/~sympo3/mpmailec/form.cgi
※当日参加も可能です。

日本学術会議・豊橋技術科学大学　公開シンポジウム
＜別紙２＞





第7回 EIIRIS インテリジェントセンサ・ＭＥＭＳ 研究会 

  
 
主催： 国立大学法人豊橋技術科学大学  
     エレクトロニクス先端融合研究所 アクチュエーション＆センシングデバイス領域 
共催： 国立大学法人豊橋技術科学大学  
     AIST-TUT先端センサ共同ラボ、イノベーション協働研究プロジェクト高橋研究室 
     一般社団法人豊橋センサ協議会 
後援： 豊橋商工会議所、株式会社サイエンス・クリエイト 

 
 豊橋技術科学大学では、エレクトロニクス先端融合研究所（EIIRIS）において、インテリジェント（集
積化）センサ・ＭＥＭＳデバイスの研究開発を進めています。豊橋技術科学大学におけるセンサ・ＭＥ
ＭＳ技術は21世紀COE、グローバルCOEプロジェクト に採択されるなど世界的にも高く評価されていま
す。 第7回研究会では、MEMSデバイスの社会実装への取り組みとして、医療・ヘルスケア応用への取
り組みや微生物とヒト細胞を扱うマイクロ・ナノロボティクスの応用例をご紹介します。 
 聴講自由、無料、参加定員 先着100名 

 

■開催日：2018年12月11日（火） 午後3時30分〜午後5時45分（開場 午後3時00分） 

 

■開催場所：豊橋商工会議所3階ホール〒440-0075 愛知県豊橋市花田町石塚42-1 

 

■プログラム（敬称略） 
   ・招待講演 （午後3時30分〜午後4時30分） 

 慶應義塾大学 理工学部 機械工学科 教授 三木 則尚 
 「MEMSの医療・ヘルスケア応用」 
 
   ・技術講演 （午後4時45分〜午後5時45分） 

 豊橋技術科学大学 機械工学系 講師 永井 萌土 
 「微生物とヒト細胞を操作するマイクロ・ナノロボティクス」 

  

■招待講演者を囲んで  
   ・技術討論会 午後6時00分〜（5,000円程度） 

 

■お問合わせ・お申込み先 
 国立大学法人豊橋技術科学大学 研究推進アドミニストレーションセンター 
  TEL: 0532-44-6975 (馬場、勝川) FAX: 0532-44-6980 

  E-mail:eiiris_workshop@rac.tut.ac.jp 

 お申込みは下記のホームページをご参照ください。 
  http://www.eiiris.tut.ac.jp/japanese/ 

 

■事務局  
 機械工学系・永井萌土、電気・電子情報工学系・丸山智史 

＜別紙４＞



招待講演「 MEMSの医療・ヘルスケア応用」 
慶應義塾大学 理工学部 機械工学科 教授 三木 則尚 

  
 人生100年時代の到来が予見される中、医療費の低減はもちろん、QOLの維持、

向上がこれからの医療、ヘルスケアに不可欠である。MEMS、マイクロ・ナノシステ
ムはその小ささゆえに、患者への負担が小さく、かつ高性能な新規医療機器を実
現するポテンシャルを有している。我々のグループでは、マイクロ流路とナノ多孔
質膜を積層したインプラント人工腎臓の開発を行っている。実用化すれば、通院、
治療回数の低減や、水分摂取制限の緩和など、透析患者の方々のQOLを劇的に

改善すると期待される。一方で、その実用化には、生体・装置の界面技術ならび
に、滅菌や術式、また治療効果を評価するためのシステム技術の開発が不可欠
であることが明らかになった。我々はこれらを特にマイクロ・ナノ医療デバイスの
実装技術と定義し、その体系化を目指している。また、インプラント人工腎臓の事
業化に向けた取り組みもAzinzoプロジェクトとして開始した。いまだ順調とは言え
ないが、これまでに直面した課題などをシェアしたい。 
Azinzoを患者QOL改善への先端医療からのアプローチとすると、ヘルスケアから
のアプローチである、美味しさと減塩を両立するソルトチップⓇ（LTasteプロジェクト）

についても紹介する。発想はMEMS分野、マイクロ・ナノ分野からではあるが、最
終的な形態は全く異なるものとなっている。こちらも技術に加えて、大学発ベン
チャーの課題など、社会実装に向けた取り組みも含め、議論したい。 

  
 
 技術講演「微生物とヒト細胞を操作するマイクロ・ナノロボティクス」 
豊橋技術科学大学 機械工学系 講師 永井 萌土 
 

 本講演では、微生物とヒト細胞を扱うマイクロ・ナノロボティクスの応用例とし
て、(1)微生物融合MEMS、(2)細胞操作計測用MEMSの2つを紹介する。 
 
 (1)糖尿病患者は、インスリン注射での血糖値制御が不可欠で、大きな苦痛を

抱えている。このような制御の問題に対し、センシングを使った制御ができる賢
いマイクロデバイスが求められる。ところがこのような人工デバイスは、現状の
MEMS技術で作製するのは困難である。ここでセンサ、知能、アクチュエータを
統合した「微生物」を機能素子として用いて解決を図っている。Ca2+応答性のツ

リガネムシ、光応答性の藻類を使い、人工物と融合した「微生物融合MEMS」を
説明する。 
 
 (2)効果の高い抗がん剤や移植臓器の確立ができれば、根本的な治療法が

開発できる。ドラッグスクリーニング、幹細胞を使った再生医療が進められてい
る。単一のヒト細胞操作が有効な手段であり、一般的にはガラスピペットで行わ
れる。しかし、求められる細胞数に対して、スループットが不足する問題がある。
そこで細胞操作のスループットを上げるために、講師は細胞操作・計測用の
MEMSを開発している。処理の自動化と並列化の2つの方向性の取り組みを紹
介する。 



＜別紙５＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

平成３０年１１月２０日 

 

 

＜概要＞ 

 IEEE（Institute of Electrical and Electronic Engineers, 米国電気電子学会）は、米国

に本部を置く電気・電子に関する世界最大の学会で、全世界 160 カ国・地域に 420,000 人

以上の会員を持つ学会です。 
 IEEE は Distinguished Lecturer（著名な講演者）と呼ばれる制度を持ち、ソサエティ 
によってやり方は異なりますが、Magnetics Society では、1980 年から毎年全世界から DL 
候補者をノミネートし、選考委員会によって数名が選ばれます。 
 2018 年（2018.1～2018.12）の DL 講義の講演者として、本学電気・電子情報工学系 井

上 光輝教授が選出され、109 機関からの講演依頼があり、現時点（2018.10.11）で 82 回の

講演を行っています。 
  
＜詳細＞ 

 IEEEでのDL講義の目的は、著名な講演者が、

磁気に興味を持つ全世界の大学、Magnetics 

Society 支部、企業、国立研究所などで磁気とそ

の関連テーマについて、磁気に関する面白い講演

を、1 回 50 分程度の長さで講演し、磁気を専門

としない一般の工学者や科学者や磁気に関する

研究や仕事を始めた若い研究者が理解できる内

容とします。 

 これまでに 15 カ国・地域を訪問し、延べ約 4,000 人の学生・教員・研究者・技術者に講

演しております。 

 国内外の大学・研究所・企業を対象としていますが、特に豊橋技術科学大学のミッショ

ンから、全国の高専（本科・専攻科）も訪問して講演を実施しています。 

 全国の高専（本科・専攻科）では、学生の年齢が若いので、あまり専門的な話よりも研

究の楽しさ、磁気研究の面白さなどを中心にし、さらに高専学生のキャリアパスについて

も様々な角度から講演し、将来に向けて考えてもらう機会としています。 

 

 本件について、井上教授より記者会見にて発表します。 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 菅谷・高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

DL(Distinguished Lecturer：著名な講演者）講義について 
～本学 井上光輝教授が選出されました。～ 

～ 

講演の様子 










